
頁 場所 誤 正

国道９号線 国道９号

国道372号線 国道372号

国道477号線 国道477号

5 本文22行目 亀岡市東本梅町 亀岡市宮前町

15 本文23～24行目 日本砂防協会々長長末次信正 全国治水砂防協会々長末次信正

26
上部図版「黒田古墳の埋葬施設」説明
文５～６行目

木簡 木棺

（丹波町） （京丹波町）

（京北町） （京都市）

（兵庫県／篠山町） （兵庫県／篠山市）

41
上部図版「今城塚古墳」写真提供キャプ
ション

（高槻教育委員会提供） （高槻市教育委員会提供）

45
上部図版「宮ノ口遺跡出土土器」説明文１
行目

須恵器であるが、、 須恵器であるが、

46 脚注「園部窯跡郡」見出し 園部窯跡郡 園部窯跡群

48 上部図版説明文 亀岡市東本梅東大谷 亀岡市東本梅町東大谷

69 本文29～30行目 荘園史なども 荘園史などの

79 上部図版「開山堂」キャプション 開山堂 開山塔

84
上部図版「足利義稙奉行連署人奉書」
キャプション

足利義稙奉行連署人奉書 足利義稙奉行人連署奉書

上部図版「八木城麓にある東雲寺寺」キャ
プション

八木城麓にある東雲寺寺 八木城麓にある東雲寺

脚注「⑦野々口牛助兄弟」２～３行目 野々口西蔵房 野々口西蔵坊

89 コラム「黒田城と宇津氏」本文３段４行目 おそら波多野氏などと おそらく波多野氏などと

103 上部図版「鹿嶋神社本殿」キャプション 鹿嶋神社本殿 鹿島神社本殿

104 コラム「鰐口」２段11行目 北向き屋根の先端 北向き尾根の先端

120 脚注「②家臣団」４～５行目 妻は秀吉の妻の妹 妻は秀吉の母の妹

上部図版「園部藩邸跡と松原通」キャプ
ション

園部藩邸跡と松原通 園部藩邸跡と醒ヶ井通

上部図版「園部藩邸跡と松原通」説明文 京都市立醒ヶ井小学校 京都市立醒泉小学校

175 脚注「④船井郡内での園部町城」見出し ④船井郡内での園部町城 ④船井郡内での園部町域

202 上部図版「駆黴院」キャプション 「駆黴院」 「京都駆黴院図」

214 本文９～10行目 京都嵯峨野伊勢守町
京都嵯峨の伊勢ノ上町（京都市右京区嵯
峨伊勢ノ上町）

218 脚注「②幹線用水路」３行目 勝抜墜道 勝抜隧道

219 本文４行目 子の日 子ノ日

222 上部図版「日没後」キャプション 「日没後」 「日没頃」

240 上部図版「船岡開通式」キャプション 船岡駅開通式（昭和28年10月）
船岡駅行違設備完成記念式典（昭和42
年）

242
上部図版「天神山から見た新町の街並
（国道９号線前）」キャプション

天神山から見た新町の街並（国道９号線
前）

天神山から見た新町の街並

243 コラム図版「観音峠トンネル」キャプション 観音峠トンネル 観音峠

本文10行目 園部重工㈱であった。 園部重工業㈱であった。

本文14行目 橋本電気㈱園部工場であった。 橋本電機㈱園部工場であった。

上部図版「作業風景（橋本電気㈱・昭和
36年頃）」キャプション

作業風景（橋本電気㈱・昭和36年頃） 作業風景（橋本電機㈱・昭和36年頃）

上部図版「作業風景（園部重工㈱・昭和
37年頃）」キャプション

作業風景（園部重工㈱・昭和37年頃） 作業風景（園部重工業㈱・昭和37年頃）

上部図版「太陽機械工場㈱園部工場」
キャプション

太陽機械工場㈱園部工場 太陽機械工業㈱園部工場

「主な工場誘致」表中 日本特殊研砥工場㈱ 日本特殊研砥㈱工場

251
上部図版「船岡中学校体育大会」キャプ
ション

船岡中学校体育大会 船南中学校体育大会

上部図版「ほ場整備前の宍人地区」キャ
プション

ほ場整備前の宍人地区 ほ場整備前の口人地区

上部図版「ほ場整備後の宍人地区」キャ
プション

ほ場整備後の宍人地区 ほ場整備後の口人地区

上部図版「ほ場整備前の口人地区」キャ
プション

ほ場整備前の口人地区 ほ場整備前の宍人地区

136

248

249

261

― 本書中
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頁 場所 誤 正

261
上部図版「ほ場整備後の口人地区」キャ
プション

ほ場整備後の口人地区 ほ場整備後の宍人地区

268 上部図版「春祭・子供御輿」キャプション 春祭・子供御輿 春祭・子供神輿

269 本文18行目 子供御輿 子供神輿

277
上部図版「場の中につけた笹で参拝者を
祓う」キャプション

場の中につけた笹で参拝者を祓う 湯の中につけた笹で参拝者を祓う

299 略年表・1904（昭和37）年 11京都鉄道、園部―福知山間開通 項目削除

302 略年表・1950（昭和25）年
11園部劇場（株）が三和映画（株）に社名
変更

項目削除

318 執筆者 長船洋司 長舟洋司

京都丹後市教育委員会 京丹後市教育委員会

人見信男 人見信夫

330 園部町史編さん委員 髙木　茂 高木　茂

215 コラム「共楽館」４段１～９行目

芝
居
興
行
が
中
心
だ

っ
た
劇
場
は

、

昭
和
二
五
年

（
一
九
五
〇

）
に

「
三

和
映
画
会
社

」
に
社
名
を
変
更
す
る

と
と
も
に

、
映
画
興
行
も
は
じ
め

、

船
井
郡
内
初
の
常
設
映
画
館
と
し
て

再
出
発

、
時
に
は
歌
手
の
興
行
も
行

わ
れ
人
気
を
博
し
た

。
三
和
映
画
株

式
会
社
は
園
部
映
劇
の
他
に
亀
岡
市

（
松
竹
座
・
朝
日
座

）
八
木
町

（
八

木
映
劇

）
、
丹
波
町

（
須
知
映

劇

）
、
京
北
町

（
周
山
映
劇

）
な
ど

で
続
々
と
映
画
館
を
開
設
し
た

芝
居
興
行
が
中
心
だ

っ
た
劇
場
は

、

昭
和
二
六
年

、
一
階
部
分
に
イ
ス
席

を
設
置
す
る
な
ど
常
設
映
画
館
へ
の

道
を
歩
む
こ
と
に
な
る

。
園
部
劇
場

株
式
会
社
は

、
昭
和
三
三
年

（
一
九

五
八

）
に
三
和
映
画
株
式
会
社
に
社

名
を
変
更
す
る

。
ま
た

、
前
田
氏

は

、
昭
和
二
五
年

（
一
九
五
〇

）

年

、

「
三
和
有
限
会
社

」
を
新
た
に

設
立
し

、
亀
岡
松
竹
座
や
八
木
映
画

劇
場
な
ど
を
開
館
運
営
す
る

。
こ
う

し
て
両
社
は
船
井
郡
・
亀
岡
市
な
ど

を
中
心
に
映
画
の
提
供
を
続
け
る
こ

と
に
な

っ
た

。

190～
191

⑧
初
め
て
滊
車
を
見
し
事
を
記
す

過
き
に
し
八
月
十
三
日

、
此
日
は
京
都
鐡
道

試
業
式
な
る
由
き
ゝ
し
か
ば

、
今
こ
そ
多
年

ね
が
ひ
し
滊
車
を
見
ん
と
て

、
常
の
日
よ
り

も
早
く
床
を
出
で

、
取
る
も
の
も
と
り
あ
え

ず

、
朋
友
を
さ
そ
ひ
行
き
し
に

、
道
に
て
笛

な
り
き

、
早
や
來
れ
り
と
て

、
い
そ
き
行
き

見
し
に

、
滊
車
は
影
も
形
も
な
く

、
只
箱
の

二
つ
つ
な
ぎ
あ
り
し
の
み
な
り
し
か
ば

、
詮

方
な
く

、
家
へ
と
足
を
回
し
た
り

、
其
次
の

日
人
よ
り
聞
け
ば
明
日
は
開
通
式
な
る
由

き
ゝ
及
ひ
ぬ

、
此
日
後
る
べ
か
ら
ず
と
て

、

其
日
は
早
く
臥
床
に
入
り

、
夜
の
明
く
る
を

待
ち

、
六
時
過
家
を
後
に
し
て

、
道
と
て
は

い
き
も
き
れ
な
ん
は
か
り
走
り
つ
ゞ
け
て

、

漸
く
停
車
塲
へ
つ
き
し
頃
は

、
い
と
に
き
や

か
な
り
き

、
こ
れ
よ
り
滊
車
の
み
た
き
が
為

め
な
れ
ば

、
今
か
■

（
く
の
字
点

）
と
待
ち

つ
ゞ
け
た
り

、
凡
そ
三
十
分
ば
か
り
し
て

、

さ
も
勢
よ
く
ヒ

ュ
ー

と
な
り
て

、
來
に
け
り

と
思
ひ
居
る
中

、
大
雷
の
と
ゞ
ろ
く
如
き
音

し

、
黒
烟
を
バ

ッ
バ

ッ
と
は
き
つ
來
り
た

り

、
そ
れ
と
同
時
に
樂
隊
の
音

、
い
と
に
ぎ

や
か
な
り
し
か
ば

、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
走
り

つ
ゞ
け
て
見
居
た
り
し
が

、
本
日
午
前
は
無

賃
な
る
由
聞
き
ぬ

、
さ
れ
ば
頓
に
乗
り
た
く

思
ひ

、
又
つ
れ
の
人
も
あ
り
し
か
ば

、
乗
り

て
待
ち
居
り
し
に

、
音
と
共
に
う
ご
く
ぞ
と

見
ゆ
る
間
に

、
早
や
停
車
塲
も
消
え
て
失
せ

た
り

、
そ
れ
よ
り
八
木

、
龜
岡
の
各
驛
を
通

り

、
谷
を
も
過
ぎ
て
嵯
峨
に
着
し
ぬ

、
此
れ

よ
り
先
は
賃
金
の
入
る
由
な
り
し
か
ば

、
そ

こ
に
て
下
り
見
居
し
に

、
彼
の
滊
車
は
京
都

を
さ
し
て
行
き
た
り

、
是
よ
り
凡
そ
三
時
間

許
り
經
て

、
漸
く
園
部
に
歸
る
滊
車
に
の
り

た
り

、
此
間
皆
々
は
所
々
の
名
所
を
尋
ね
ら

れ
し
か
ど

、
我
は
初
め
て
の
土
地
な
れ
ば

、

近
き
所
々
を
あ
る
き
居
り
た
り

、
滊
車
に
乘

ら
ば

、
ま
ど
よ
り
所
々
を
見
居
る
中

、
早
や

園
部
に
着
し
た
り
き

、
直
に
下
り
て
停
車
塲

を
見
ん
と
し
た
れ
ど

、
少
し
く
降
雨
の
爲

、

思
ふ
に
ま
か
さ
ず

、
且
つ
未
だ
午
餐
も
食
せ

ざ
り
し
か
ば

、
い
そ
ぎ
家
に
歸
り
た
り

、
時

正
に
二
時
な
り
き

、

（
明
治
三
三
年
一
月

、

『
園
部
高
等
小
学
校

淇
南
同
窓
会
報
第
二
号

』
）

脚注「⑧初めて汽車を見し事を記す」

（正）

（誤）

協力機関・協力者319

⑧
初
め
て
汽
車
を
見
し
事
を
記
す

　
過
ぎ
し
八
月
十
三
日
此
日
は
京
都
鉄
道
試

業
式
な
る
由
き
か
ば

、
今
こ
そ
多
年
ね
が
ひ

し
汽
車
を
見
ん
と
て

、
常
の
日
よ
り
も
早
く

床
を
出
て

、
取
る
も
の
も
と
り
あ
え
ず

、
朋

友
を
さ
そ
ひ
行
き
に
し

、
道
に
て
笛
な
り

き

。
早
や
来
れ
り
と
て

、
い
そ
ぎ
行
き
見
し

に

、
汽
車
の
影
も
形
も
な
く

、
只
箱
の
二
つ

つ
な
ぎ
あ
り
し
の
み
な
り
し
か
ば

、
詮
方
な

く

、
家
へ
と
足
を
回
し
た
り

。
其
次
の
日
人

よ
り
聞
け
ば

、
明
日
は
開
通
式
な
る
由
き
き

及
び
ぬ

。
此
日
お
く
る
べ
か
ら
ず
と
て

、
其

日
は
早
く
臥
床
に
入
り

、
夜
の
明
く
る
を
待

ち

、
六
時
過
ぎ
家
を
後
に
し
て

、
道
と
て
は

息
も
切
れ
な
ん
ば
か
り
走
り
つ
づ
け
て

、
漸

く
停
車
場
へ
つ
き
し
頃
は

、
い
と
に
ぎ
や
か

な
り
き

。
こ
れ
よ
り
汽
車
の
み
た
き
が
為
め

な
れ
ば

、
今
か
今
か
と
待
ち
つ
づ
け
た
り

。

凡
そ
三
〇
分
ば
か
り
し
て
さ
も
勢
い
よ
く

ヒ

ュ
ー

と
な
り
て

、
来
に
け
り
と
思
い
居
る

中

、
大
雷
の
と
ど
ろ
く
如
き
音
し

、
黒
煙
を

バ

ッ
バ

ッ
と
は
き
つ
来
り
た
り

。
そ
れ
と
同

時
に
楽
隊
の
音

、
い
と
に
ぎ
や
か
な
り
し
か

ば

、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
走
り
つ
づ
け
て
見
居

た
り
し
が

、
本
日
午
前
は
無
賃
な
る
由
聞
き

ぬ

。
さ
れ
ば
頓
み
に
乗
り
た
く
思
い

、
又
つ

れ
の
人
も
あ
り
し
か
ば

、
乗
り
て
待
ち
居
り

し
に

、
音
と
共
に
う
ご
く
ぞ
と
見
ゆ
る
間

に

、
早
や
停
車
場
も
消
え
失
せ
た
り

。
そ
れ

よ
り
八
木

、
亀
岡
の
各
駅
を
通
り
谷
を
も
過

ぎ
て
嵯
峨
に
着
し
ぬ

。
此
れ
よ
り
先
は
賃
金

の
入
る
由
な
り
し
か
ば

、
そ
こ
に
て
下
り
見

居
し
に

、
彼
の
汽
車
は
京
都
を
さ
し
て
行
き

た
り

。
是
よ
り
凡
そ
三
時
間
許
り
経
て
漸
く

園
部
に
帰
る
汽
車
に
の
り
た
り

。
此
間
皆
々

は
所
々
の
名
所
を
尋
ね
ら
れ
し
か
ど

、
我
は

初
め
て
の
土
地
な
れ
ば

、
近
き
所
々
あ
る
き

居
た
り

。
汽
車
に
乗
ら
ば

、
窓
よ
り
所
々
を

見
居
る
中

、
早
や
園
部
に
着
し
た
り
き

。
直

ぐ
に
下
り
て
停
車
場
を
見
ん
と
し
た
け
れ

ど

、
少
し
く
降
雨
の
為

、
思
う
に
ま
か
さ

ず

、
且
つ
未
だ
午
餐
食
も
食
せ
ざ
り
し
か

ば

、
い
そ
ぎ
家
に
帰
り
た
り

。
時
正
に
二
時

な
り
き

。

（
明
治
三
三
年
一
月

、

『
園
部
高
等
小
学
校

淇
南
同
窓
会
報
第
二
号

』
）



桐ノ庄村 船　岡

越　方

大　戸

高 屋
佐 切

熊原

熊　崎 新堂

千妻瓜生野
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木崎町
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黒　田

横　田
小
山
東
町

小山西町

内
林
町

城
南
町

船　阪

竹　井

仁 江

宍　人

大 西
半　田

口　人
口　司

天　引

法 京

大　河　内

南 八 田

埴　生

殿 谷

若 森

南 大 谷

12

3

4

川辺村

摩気村

西本梅村

東本梅村

園部町（拡大）

若松町

本 町

新　町

宮 

町

上
本
町

園部村

船　岡

越　方

大　戸

高 屋
佐 切

熊原

熊　崎 新堂

千妻瓜生野

曽 我 谷

木崎町

上 木 崎 町

黒　田

横　田
小
山
東
町

小山西町

内
林
町

城
南
町

船　阪

竹　井

仁 江

宍　人

大 西
半　田

口　人
口　司

天　引

法 京

大　河　内

南 八 田

埴　生

殿 谷

若 森

南 大 谷

12

3

4

川辺村

摩気村

西本梅村

東本梅村

中心市街地（拡大）

若松町

本 町

新　町

宮 

町

上
本
町

園部町

園部町

船　岡

越　方

大　戸

高 屋
佐 切

熊原

熊　崎 新堂

千妻瓜生野

曽 我 谷

木崎町

上 木 崎 町

黒　田

横　田
小
山
東
町

小山西町

内
林
町

城
南
町

船　阪

竹　井

仁 江

宍　人

大 西
半　田

口　人
口　司

天　引

法 京

大　河　内

南 八 田

埴　生

殿 谷

若 森

南 大 谷

12

3

4摩気村

西本梅村

東本梅村

船　岡

越　方

大　戸

高 屋
佐 切

熊原

熊　崎 新堂

千妻瓜生野

曽 我 谷

木崎町

上 木 崎 町

黒　田

横　田
小
山
東
町

小山西町

内
林
町

城
南
町

船　阪

竹　井

仁 江

宍　人

大 西
半　田

口　人
口　司

天　引

法 京

大　河　内

南 八 田

埴　生

殿 谷

若 森

南 大 谷

12

3

4

東本梅村

中心市街地（拡大）

若松町

本 町

新　町

宮 

町

上
本
町

園部町園部町

園部町
中心市街地（拡大）

若松町

本 町

新　町

宮 

町

上
本
町

園部町

1. 美園町
2. 小桜町
3. 栄　町
4. 河原町

1. 美園町
2. 小桜町
3. 栄　町

4. 河原町

1. 美園町
2. 小桜町
3. 栄　町
4. 河原町

1. 美園町
2. 小桜町
3. 栄　町
4. 河原町

0 3キロメートル 0 3キロメートル

0 3キロメートル 0 3キロメートル

園 部 町

園 部 村

桐 ノ 庄 村

合 　 　 計

町 村 名 人口（人） 面積（k㎡）

2,490

2,667

2,041

7,198

1.54

6.34

13.80

21.68

（大正９年現在）

園 部 町

川 辺 村

合 　 　 計

町 村 名 人口（人） 面積（k㎡）

9,391

1,452

10,843

22.0

13.8

35.8

（昭和 26年３月１日現在）

※東本梅村については現在の若森・南大谷付近のみを表示
※東本梅村については現在の若森・南大谷付近のみを表示

園 部 町

摩 気 村

西 本 梅 村

合 　 　 計

町 村 名 人口（人） 面積（k㎡）

10,829

3,078

1,787

15,694

35.45

26.14

39.33

100.92

（昭和 30年国勢調査）

※東本梅村については現在の若森・南大谷付近のみを表示

園 部 町

町 村 名 人口（人） 面積（k㎡）

16,167 102.48

（人口：昭和33年８月29日人口訂正告示）
（面積：昭和40年10月１日現在調）

※東本梅村については現在の若森・南大谷付近のみを表示
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